
（報 告）韓国のテグ（大邱）広域市で開かれ

た「日韓海底トンネル専門学会セミナー」に

参加しました。 

 昨年１０月１１日（木）、韓国テグ（大邱）

広域市の EXCO（大邱展示コンベンションセ

ンター）で「日韓海底トンネル専門学会セミ

ナー」が開かれ、野澤太三会長が討論者として

参加した。 

 韓国では昨年２月にソウルの国会議員会館

で「日韓海底トンネルセミナー」が開催され、

続く 5 月には釜山でシンポジウム「日韓海底

トンネルと釜山の選択」が開かれるなど、日韓

トンネルへの関心が高まっている。 

 今回のセミナーは社団法人大韓土木学会の

主催で、「日韓海底トンネル建設は可能性はあ

るのか」をテーマとして、土木関係者に日韓ト

ンネルの理解を広めることが目的である。 

 午後２時４０分に消防防災庁のムン・ジョ

ンシク（文正植）氏の司会で３名の発表者の主

題発表が始まった。 

 まず、ホ・ジェワン

（許在完）韓国中央大

学都市地域計画学科教

授は「日韓海底トンネ

ルの国土波及効果の検

討」というテーマで発

表し、「日韓トンネル

は、トンネルが立地す

る釜山圏地域の立地経

済力を大きく強化する

ことにより、韓国の国

土空間構造を多角的な

構造に転換させる始発

点になりうる」と強調

した。 

 次にイ・ジョンチュ

ル釜慶大学建設工学部教授は、「日韓海底トン

ネルの土木工学的展望」というテーマで発表

し、「日韓海底トンネルは国民的合意の下で推

進されなければならず、短期的な景気浮揚政

策や南北の和解の雰囲気に便乗してはなら

ず、今後１００年以上を見通して国益となる

かどうかを判断して推進されなければならな

い」と指摘した。 

 次に、シン・ジャンチョル（申章澈）崇実大

学校社会科学大学日本学科教授は、「北東アジ
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ア繁栄のための日韓間の海底トンネル建

設」というテーマで発表し、「アジア、ヨー

ロッパを繋ぐユーラシア鉄道網の建設で、

経済効果はもちろん、南北統一、北東アジア

の緊張緩和と政治的安定のためにも日韓海

底トンネルが必要」と主張した。 

 発表に続き、討論者としてアン・ヨンモ

（大邱市庁政策開発担当官）、チョン・ホ

ニョン（釜山市交通審議委員）、野澤太三（当

会会長）各氏が加わり、パク・キョンブ（朴

慶夫）社団法人韓日海底ト

ンネル研究院理事長を座

長として討論が始まった。 

 アン氏は「韓国が経由地

になるので韓国の国益を

考えた慎重な対応が必要」

と述べ、チョン氏は「日韓

トンネルの出入り口は釜

山のソンサン（星山）地域

が望ましい」と具体的に提

案した。野澤会長は、「ユー

ロトンネルをモデルにど

う使うかを見据えた上で

物流基地などを考慮してルートを絞り込む

べきで、その作業は韓国側がイニシアチブを

とるべき」と語った。 

 これに対し発表者のイ・ジュンチュル教授

は「使用方法を前提に路線を選定するという

野澤会長の意見に賛成」と述べ、同じく発表

者のシン・ジャンチョル（申章澈）教授は「東

アジア全体の利益のために政治的決断です

べきだ」と主張した。 

 ソウル、釜山、テグのいずれのセミナーに

も発表者として参加したホ・ジェワン（許在

完）教授は、日韓トンネル建設で釜山が経由

地となり利益にならないという考え方を否

定し、「経由地となることで韓国は北東アジ
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アの物流中心地となる」と強く主張した。 

 セミナーに参加した約１５０名の聴衆から

も質疑が続出した。野澤会長に対しては「日本

側のパンフレットに『日本海』という表記があ

るが配慮していただきたい」という意見があ

り、これに対し野澤会長は「日本海という名称

は地図の作り方など国際的なルールで大方の

人が賛成したもので、これからも使っていっ

たらよいと思う」と回答した。また「日韓トン

ネルの工事費の分担はどうか」という質問に

対し野澤会長は「工事費の分担は今後の課題

であり分担の比率は協議事項」と回答した。 

午後４時３０分にセミナーを終えた。なおセ

ミナーの詳細は「日韓トンネル研究会年報第

３号」に掲載予定である。 

 

（報 告）韓国のテグ（大邱）広域市で開かれ

た見本市に「日韓トンネル」を展示しました。  

昨年の１０月１１日（木）から２日間、韓

国テグ（大邱）広域市のＥＸＣＯ（大邱展示

コンベンションセンター）で開かれた展示会

｢CIVIL EXPO 2007｣にて、広く一般向けに日

韓トンネルを展示した。 

この展示会は社団法人大韓土木学会主催の

第 33 回大韓土木学会定期学術大会の付帯行
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事で、日韓トンネルブースは当会と社団法人

韓日海底トンネル研究院が共同で出展した。 

１１日の午前１１時３０分から開会式があ

り、展示会を後援する建設交通部や大邱広域

市などの関係者らが各ブースを見学した後、

大韓土木学会関係者や大学教授、学生などが

当会ブースを訪問した。２日間の会期中、４

５０名が当ブースを訪れ、韓国語のパンフ

レットを２００部配布した。展示品は当会か

ら日韓トンネルの基本図（幅３ｍ）１面と関

連パネル１２枚、社団法人韓日海底トンネル

研究院からパネルが２枚である。 

 

（記事紹介） 日韓トンネル計画に関連する

新聞・雑誌掲載記事を紹介します。今回は

次の１点です。 

・読売新聞 2007年８月１７日 

        展示品（上）と配布物（下） 
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